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六
月
三
日
㈰
、
大
庄
老
連

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が

晴
天
の
も
と
、
尼
崎
の
森
中

央
緑
地
に
て
華
々
し
く
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
私
も
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

を
始
め
た
の
は
、
約
十
年
前

で
す
。
友
達
と
尼
崎
市
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
浜
田
川

支
部
に
見
学
に
行
き
、
和
気

あ
い
あ
い
と
プ
レ
ー
を
楽
し

ん
で
い
る
姿
を
見
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
の
方
か
ら
「
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
言

葉
に
誘
わ
れ
、
始
め
て
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
を
持
ち
ま
し
た
。

外
か
ら
見
る
の
と
、
内
に
入

っ
て
プ
レ
ー
を
す
る
の
と
で

は
、
大
き
な
違
い
が
あ
り
ま

す
。
見
て
い
る
時
は
簡
単
な

ス
ポ
ー
ツ
だ
と
、
少
し
あ
ま

く
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

は
私
の
大
き
な
間
違
い
だ
っ

た
と
悟
り
ま
し
た
。
健
康
の

た
め
に
は
す
ご
く
良
い
ス
ポ

ー
ツ
だ
と
思
い
、
友
達
と

相
談
し
入
部
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ゴ
ル
フ
と
一
緒
で
、
個
人

プ
レ
ー
で
あ
り
な
が
ら
、
と

て
も
厳
し
い
ル
ー
ル
が
あ
り

ま
す
。
服
装
は
衿
付
き
、
マ

ナ
ー
が
悪
け
れ
ば
先
輩
か
ら

注
意
さ
れ
ま
す
。
兵
庫
県
内

で
は
、
尼
崎
は
会
員
数
も
多

く
、
活
発
に
活
動
し
て
い
る

ク
ラ
ブ
が
多
い
と
聞
い
て
い

ま
す
。
私
は
地
域
で
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
、
そ
し
て
、

自
分
自
身
の
趣
味
と
日
々
忙

し
く
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

私
が
運
よ
く
栄
誉
あ
る
賞
を

い
た
だ
け
た
の
は
、
こ
れ
も

ひ
と
え
に
一
緒
に
プ
レ
ー
を

し
て
回
っ
て
く
だ
さ
っ
た
仲

間
の
皆
様
の
お
か
げ
で
、
楽

し
い
時
間
を
過
ご
せ
た
こ
と

が
優
勝
に
つ
な
が
り
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
　
（
元
浜
北
福
寿
会

原　

和
子
）

　6月 3日㈰、大庄老連グラウンドゴルフ大会が尼崎の森中
央緑地大芝生広場にて開催され、107名（男56名・女51名）が
参加しプレーを楽しみました！

晴天のもと、爽やかにプレー！

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

（敬称略）大会結果

優勝　矢野　増一（東第６琴浦クラブ）
２位　加藤　和彦（笑和会）
３位　宮部　捷平（笑和会）

優勝　原　　和子（元浜北福寿会）
２位　矢野　弘子（道意第３千歳会）
３位　和田さよ子（元浜北福寿会）

男
子

女
子

近くの森で自然にふれ合う文化祭。

私たちは、大庄地区老人クラブ連絡会の活動を応援しています
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六
月
の
地
震
、初
夏
よ
り
の
猛
暑
、

そ
し
て
台
風
21
号
と
大
変
な
夏
で
し

た
が
、
い
ろ
い
ろ
と
被
害
に
合
わ
れ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
大
変
な
時
期

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
会
員
の
皆
様
に

は
大
庄
ま
つ
り
の
バ
ザ
ー
商
品
を
多

数
ご
提
供
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

前
々
日
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム

で
の
値
付
け
に
は
女
性
部
の
皆
様
、

役
員
の
皆
様
の
ス
ム
ー
ズ
な
連
携
の

お
か
げ
で
昼
過
ぎ
に
完
了
。
大
庄
ま

つ
り
の
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
大

勢
の
お
客
様
の
や
り
取
り
、
気
持
ち

よ
く
汗
を
流
し
ま
し
た
。
売
れ
筋
の

タ
オ
ル
、
石
鹸
な
ど
は
す
ぐ
に
な
く

な
り
ま
し
た
が
、午
前
中
に
一
段
落
。

午
後
に
は
完
売
い
た
し
ま
し
た
。
会

員
の
皆
様
の
バ
ザ
ー
商
品
の
提
供
、

二
日
間
現
場
で
活
躍
し
て
い
た
だ
い

た
大
庄
老
連
役
員
、
女
性
部
の
方
々

の
お
か
げ
を
持
ち
ま
し
て
終
了
い
た

し
ま
し
た
。
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

平
成
三
十
年
度バ

ザ
ー
実
績
報
告

出
品
点
数

　
　
一
、〇
一
二
点

売
上
金

　
一
一
八
、八
六
五
円

平成30年度

大庄老連会長　山嵜征司
バザーへのご協力ありがとうございました

　50 名が参加した会員ふれあい
旅行。初日は郡上八幡で昼食を済
ませ平湯大滝を見学しました。
　２日目は車窓から大正池を眺め
上高地は河童橋を散策しました。

奥
飛
騨 

新
平
湯
焼
岳
温
泉
と

上
高
地
・
河
童
橋
・
大
正
池
散
策
の
旅

会員ふれあい旅行6/21 ㈭・22 ㈮

壮大な平湯大滝は圧巻でした

穂高連峰を望む

上高地を散策名物「囲炉裏宴会」で一層親睦が深まりました

水上勉氏の資料館「若州一滴文庫」と

　若狭湾の大自然を満喫する「青戸クルーズ」！

　

快
晴
に
恵
ま
れ
た
九
月
二
十
八

日
㈮
、
今
年
も
バ
ス
二
台
で
八
十

二
名
が
大
庄
地
区
を
出
発
し
ま
し

た
。

　

午
前
中
は
若
州
一

滴
文
庫
で
水
上
勉
ゆ

か
り
の
竹
人
形
館
、

く
る
ま
椅
子
劇
場
や

本
館
で
の
絵
画
ギ
ャ

ラ
リ
ー
、
約
二
万
冊

の
蔵
書
を
開
架
す
る

図
書
館
を
見
学
し
ま

し
た
。
昼
食
は
若
狭

高
浜
の
城
山
荘
で
カ
ラ
オ
ケ
と
入

浴
も
楽
し
み
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
若
狭
湾
の
青
戸
ク

ル
ー
ジ
ン
グ
で
船
上
か
ら
青
戸
の

大
槁
、
関
西
電
力
大
飯
発
電
所
や

島
々
の
景
色
を
観
賞
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
無
事
帰
路
に
つ

き
ま
し
た
が
、
一
日
が
、
あ
っ
と

い
う
間
の
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
次
回

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

  

（
広
報
部
会　

高
木
健
一
）

会員ふれあいのつどい9/28 ㈮

さわやかな風を受けて、青戸の大橋や若狭富士（青
葉山）をはじめ、海に浮かぶ島々を周遊しました

城山荘でゆったりと昼食を楽しみました

◀
2
号
車
集
合
写
真

　ボウリングリレーや福集
め・点集め合戦、おみこし
ワッショイ、玉入れなどで
点数を競いました。
　また、女性部を中心にパ
ワフルな応援合戦を展開し
会場を盛り上げ、にぎやか
な１日を過ごしました。

　56 クラブ 163 名が参加して
一斉奉仕活動を行いました。
　参加者は快晴のもと爽やかな
汗を流し、燃えるゴミ 30 袋（45
ℓ）・終えないゴミ 15 袋（45ℓ）
が集まりました。 あれ？ この三つ編みのかわい子ちゃんは、

もしかして、あの人かな…?! （笑）

10/17 ㈬
尼崎市記念公園ベイコム総合体育館

平成30年度老人週間一斉奉仕活動

地域及び武庫川河川敷
で清掃活動を実施

　

平
成
三
十
年
度
尼
崎

市
老
人
福
祉
大
会
が
九

月
十
七
日
㈪
、
尼
崎
市

立
総
合
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
3
階
集
会
室
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
部
式
典
で
は
、

主
催
者
を
代
表
し
て
稲

村
市
長
が
あ
い
さ
つ
を

述
べ
た
後
、
表
彰
状
贈

呈
に
移
り
ま
し
た
（
左

記
掲
載
・
敬
称
略
）。

　

第
二
部
記
念
講
演

は
、「
京
大
卒
大
道
芸

人
講
演
企
画 

大
道
芸
で

笑
っ
て
健
康
に
！ 

た
っ

き
ゅ
う
さ
ん
の
ユ
ー
モ

ア
セ
ラ
ピ
ー
」
と
題
し
、

京
都
を
拠
点
に
全
国
で

活
躍
す
る
大
道
芸
人
の

田
久
朋
寛
氏
を
講
師
に
迎
え
て

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ユ
ー

モ
ア
セ
ラ
ピ
ー
の
名
の
通
り
、

会
場
は
終
始
笑
み
が
こ
ぼ
れ
て

い
ま
し
た
。

◆
老
人
ク
ラ
ブ
指
導
育
成

功
労
者
表
彰

　

高
木　

健
一
（
千
夏
会
）

　
高
濱

　
博
一

（
道
意
第
４
千
歳
会
）

　
奥
野

　
廣
子

（
和
幸
ク
ラ
ブ
）

◆
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

　
今
北
寿
ク
ラ
ブ

（
代
表
者　

島
中
幸
治
）

　
元
浜
東
福
寿
会

（
代
表
者　

武
田
弘
子
）

　
元
浜
南
福
寿
会

（
代
表
者　

賀
島
寛
治
）

平
成
30
年
度 

尼
崎
市
老
人
福
祉
大
会

　

十
月
三
日
㈬
、
大
庄
地
区
会
館
二

階
ホ
ー
ル
で
女
性
部
健
康
づ
く
り

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
第
1
回

が
開
催
さ
れ
、
一
一
八

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

公
益
財
団
法
人 

兵
庫

県
人
権
啓
発

協
会
の
高
田

光
裕
氏
を
講
師

に
“
歌
い
継
ぐ
語
り
継

ぐ
”
の
テ
ー
マ
で
『
七
つ
の
子
』

『
赤
と
ん
ぼ
』
と
い
っ
た
、
誰
も
が

な
じ
み
の
あ
る
童
謡
の
歌
詞
に
込

め
ら
れ
た
思
い
を
解
説
い
た
だ
き
、

参
加
者
全
員
で
歌
い
な
が
ら
現
在

の
人
権
問
題
に
つ
い
て
学
び
を
深

め
ま
し
た
。

　
「
二
度
と

戦
争
を
起
こ

し
て
は
な
ら

な
い
」
と
い

う
反
戦
の
思

い
や
、「
あ

な
た
は
望
ま

れ
て
生
ま
れ

て
き
た
ん
だ

よ
」
と
い
う

生
命
を
大
切
に
す
る
心
、
人
を
思
い

や
る
優
し
さ
な
ど
、
現
代
社
会
に
お

い
て
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
る
事
柄
の

重
要
性
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

童
謡
に
込
め
ら
れ
た

 

先
人
の
思
い
を
伝
え
る

第1回
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今
年
の
夏
は
記
録
に
残
る
猛

暑
が
連
日
続
き
、
高
齢
者
に

と
っ
て
は
特
に
厳
し
い
夏
で
し

た
。
暑
い
日
が
続
く
と
家
に

閉
じ
こ
も
り
が
ち
で
外
出
す
る

機
会
が
少
な
く
運
動
不
足
に
な

り
が
ち
で
す
。
気
楽
会
は
健
康

増
進
活
動
の
一
環
と
し
て
七
月

二
十
二
日
よ
り
朝
の
ラ
ジ
オ
体

操
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
活
動

は
今
年
で
三
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
公
園
清
掃
後
、「
朝
か
ら

元
気
に
ラ
ジ
オ
体
操
」
十
日
間

で
延
べ
一
二
六
名
の
参
加
に
な

り
ま
し
た
。
参
加
者
同
士
で
会

話
も
増
え
、
笑
顔
も
多
く
見
ら

れ
ま
し
た
。
ラ
ジ
オ
体
操
は
健

康
維
持
に
も
な
り
ま
す
が
、
会

員
の
相
互
の
ふ
れ
あ
い
の
場
に

も
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て

お
互
い
の
情
報
交
換
が
で
き
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

夏
が
過
ぎ
れ
ば
秋
の
季
節
が
巡

っ
て
き
ま
す
。
い
つ
で
も
健
康

体
で
い
た
い
と
思
う
昨
今
で

す
。（
大
庄
西
気
楽
会

会
長　

中
吉
次
典
）

　

夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操
は
、
二

十
年
以
上
前
か
ら
毎
年
行
っ
て

い
ま
す
。「
お
は
よ
う
ご
ざ
い

ま
す
！
」
の
明
る
い
あ
い
さ
つ

と
共
に
子
供
は
目
を
こ
す
り
な

が
ら
、
一
人
二
人
と
三
角
公
園

（
大
庄
中
央
福
祉
会
館
の
前
）

に
集
ま
っ
て
き
ま
す
。

　

小
学
一
年
生
か
ら
八
十
六
歳

ま
で
皆
さ
ん
元
気
で
す
。
朝
の

き
れ
い
な
空
気
を
吸
い
な
が
ら

ラ
ジ
オ
体
操
が
始
ま
り
ま
す
。

　

参
加
者
の
声
を
聞
き
ま
し

た
。「
体
を
動
か
す
こ
と

で
今
日
も
元
気
に
過
ご

せ
ま
す
」「
朝
の
爽
や
か

な
空
気
が
好
き
な
の
で

…
」「
体
に
良
い
の
で
…
」

「
ラ
ジ
オ
体
操
が
で
き
る

喜
び
を
感
じ
な
が
ら
…
」

と
い
ろ
い
ろ
で
す
。

　

こ
こ
数
年
、
み
ん
な

の
前
で
体
操
の
先
生
だ

っ
た
役
員
さ
ん
が
指
導

し
て
い
ま
す
。
み
ん
な

も
は
つ
ら
つ
と
体
操
を

行
っ
て
い
ま
す
。
平
均

三
十
六
名
の
人
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
（
明
治
青
年
会

会
長　

谷
口
隆
志
）

　

毎
年
十
月
に
、
道
意

神
社
の
秋
ま
つ
り
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
な
か
で

老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、

バ
ザ
ー
の
お
店
を

出
す
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
な
に

ぶ
ん
、
ゼ
ロ
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
で
あ

り
、
地
域
の
皆
さ

ん
が
ど
れ
だ
け
商

品
を
持
ち
寄
っ
て

く
だ
さ
る
の
か
、
ま
っ
た

く
予
測
で
き
な
い
こ
と

で
す
。
で
も
、
い
つ
も
多

く
の
方
が
貴
重
な
商
品

を
持
ち
寄
っ
て
く
だ
さ

り
、
と
て
も
盛
況
の
う
ち

に
、
好
評
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、

売
り
上
げ
は
下
降
気
味
で
、
前

年
は
四
万
円
ほ
ど
で
し
た
。
こ

う
し
た
こ
と
で
老
人
ク
ラ
ブ
が

地
域
に
い
く
ら
か
で
も
お
役
に

立
て
る
の
は
喜
ば
し
い
こ
と
で

す
。

　
（
道
意
第
七
千
歳
会

　

会
長　

箱
崎
優
二
）

　

ザ
・
ガ
ー
デ
ネ
ス
ク
シ
テ
ィ

老
人
ク
ラ
ブ
は
、
尼
崎
市
立
明

倫
中
学
校
が
廃
校
に
な
り
、
そ

の
跡
地
に
建
て
ら
れ
た
分
譲
マ

ン
シ
ョ
ン
三
棟

に
お
住
ま
い
の
メ
ン
バ
ー
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
二

十
三
年
六
月
に
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
年
会
費
六
百
円
、
現
在

三
十
一
名
が
在
籍
し
て
お
り
ま

す
。

　

バ
ス
研
修
旅
行
、
子
供
中
心

と
し
た
夏
祭
り
へ
の
参
加
、
公

園
の
掃
除
、
メ
ン
バ
ー
が
講
師

を
行
う
「
百
歳
体
操
」

な
ど
幅
広
い
活
動
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は「
明
倫
公
園
」

の
掃
除
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。
毎
月
一
回
、
第
三
木

曜
日
を
実
施
日
と
し
て
お
り
ま

す
。
そ
こ
に
は
、
明
倫
中
学
校

の
メ
モ
リ
ア
ル
な
記
念
碑
も
残

っ
て
あ
り
、
丁
寧
な
掃
除
を
心

掛
け
て
い
ま
す
。

　

�（
ザ
・
ガ
ー
デ
ネ
ス
ク
シ
テ
ィ  

    

老
人
ク
ラ
ブ

会
長　

山
田
隆
行
）

地
域
活
動
だ
よ
り

大
庄
西
ブ
ロ
ッ
ク

「
健
康
増
進
活
動
」

ふ
れ
あ
い
健
康

　
　

ラ
ジ
オ
体
操

大
庄
中
央
ブ
ロ
ッ
ク

元
気
に
夏
休
み

　
　

ラ
ジ
オ
体
操

蓬
川
ブ
ロ
ッ
ク

地
域
活
動
だ
よ
り

　

平
成
二
十
九
年
十
二
月
に
カ

ラ
オ
ケ
愛
好
会
を
立
ち
上
げ
、

毎
月
第
二
・
第
四
の
月
曜
日
、

月
に
二
回
、
十
三
時
三
十
分
か

ら
十
六
時
三
十
分
ま
で
武
庫
川

福
祉
会
館
を
利
用
し
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

毎
回
十
二
〜
十
五
名
の
参
加

で
楽
し
く
昭
和
艶
歌
を
満
喫
し

て
い
ま
す
。来
る
人
拒
ま
ず
が
、

私
た
ち
の
モ
ッ
ト
ー
で
す
。
一

度
だ
け
で
す
が
、
福
祉
会
館
の

前
を
通
り
す
が
り
の
人
が
楽
し

そ
う
だ
か
ら
と
入
っ
て
来
ら

れ
、
一
緒
に
歌
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
一
人
で
毎
回
四
曲

前
後
を
歌
い
、
最
近
で
は
自
分

の
十
八
番
だ
け
で
は
な
く
、
新

し
い
曲
に
挑
戦
す
る
仲
間
が
増

え
て
い
ま
す
。

　

マ
ン
ネ
リ
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
毎
回
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
会
の

始
ま
り
や
終
わ
る
前
に

全
員
で
よ
く
知
っ
て
い

る
歌
を
合
唱
し
て
和
気

あ
い
あ
い
と
過
ご
し
て

い
ま
す
。
健
康
で
認
知

症
予
防
の
た
め
に
も
で

き
る
だ
け
長
く
続
け
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
（
し
あ
わ
せ
会

八
木
美
代
子
）

武
庫
川
ブ
ロ
ッ
ク

武
庫
川
し
あ
わ
せ
会

活
動

　

一
年
を
通
し
て
、
参
加
会
員

は
十
三
名
く
ら
い
で
す
け
ど
、

節
分
祭
、
お
ひ
な
様
、
子
供
の

日
、
認
知
症
予
防
と
し
て
ぬ
り

え
、
そ
し
て
毎
週
水
曜
日
に
百

歳
体
操
と
ふ
れ
あ
い
喫
茶
を
し

て
い
ま
す
。

　
（
丸
島
福
寿
会

会
長　

𨥫
本
政
敏
）

元
浜
ブ
ロ
ッ
ク

丸
島
福
寿
会

活
動
紹
介

道
意
ブ
ロ
ッ
ク

バ
ザ
ー

　

九
月
十
二
日
、
西
大
島
ブ
ロ

ッ
ク
開
催
事
業
と
し
て
「
ふ
れ

あ
い
料
理
教
室
」
が
大
庄
支
所

一
階
調
理
室
に
お
い
て
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
管
理
栄
養
士

の
若
菜
先
生
を
迎
え
、

食
生
活
の
新
し
い
目

安
、
気
を
つ
け
た
い
高
齢
者
の

食
事
に
関
す
る
話
も
交
え
、
参

加
者
二
十
七
名
が
三
カ
所
に
分

か
れ
料
理
の
実
習
を
始
め
ま
し

た
。

　

料
理
の
内
容
は
、
缶
詰
を
使

っ
た
調
味
料
不
要
の
パ
ッ
ク
ク

ッ
キ
ン
グ
レ
シ
ピ
「
野
菜
と
ツ

ナ
の
煮
物
」、
レ
ト
ル
ト
食
品

を
使
っ
た
調
味
料
不
要
の
電
子

レ
ン
ジ
レ
シ
ピ
「
カ
レ
ー
グ
ラ

タ
ン
」
の
二
種
類
を
作
り
、
そ

の
後
、
楽
し
く
食
事
を
し
な
が

ら
終
わ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
十
月
十
二
日
に
は
南

部
瑞
長
会
、
紫
光
苑
瑞
長
会
、

東
光
瑞
長
会
の
合
同
行
事
と
し

て
映
画
鑑
賞
会
も
実
施
さ
れ
ま

し
た
。（
西
大
島
南
部
瑞
長
会

島
袋　

隆
）

西
大
島
ブ
ロ
ッ
ク

ブ
ロ
ッ
ク
開
催
事
業

　

五
月
の
末
、
小
雨
け
む
る
一

日
、
十
一
人
で
阪
神
バ
ス
を
利

用
し
て
の
小
旅
行
で
し
た
。

　

東
大
島
の
バ
ス
停
か
ら
乗

り
、
宝
塚
終
点
で
降
り
て
少
し

歩
い
て
武
庫
川
に
か
か
る
宝
来

橋
を
渡
っ
た
所
に
あ
る
宝
塚
温

泉
「
ホ
テ
ル
若
水
」
に
到
着

し
ま
し
た
。
風
情
の
あ
る
立

派
な
建
物
で
す
。
ま
ず
、
ゆ

っ
く
り
温
泉
に
つ
か
り
、
そ

し
て
、
お
い
し
い
食
事
を
い

た
だ
き
、
本
当
に
ゆ
っ
く
り

く
つ
ろ
が
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
お
し
ゃ
べ
り
に
も
花

が
咲
き
ま
し
た
。
バ
ス
代
も

安
く
、
温
泉
、
食
事
も
と
て

も
す
ば
ら
し
い
一
日
で
し

た
。
皆
様
満
足
し
て
帰
途
に

つ
き
ま
し
た
。

　
（
東
大
島
第
二
白
寿
会

池
田
光
江
）

東
大
島
ブ
ロ
ッ
ク

私
た
ち
の

　

ふ
れ
あ
い
旅
行

ぬりえ 百歳体操　毎週水曜日　10 〜 13 人参加

かぶと作り節分豆まき

子供の日　かぶと作り

おひな様まつり

私たちは、大庄地区老人クラブ連絡会の活動を応援しています私たちは、大庄地区老人クラブ連絡会の活動を応援しています
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明
治
は
遠
く
な
り
に
け
り
。

大
正
も
そ
の
う
ち
そ
う
言
わ
れ

る
事
で
し
ょ
う
か
。
昭
和
の
時

代
で
日
本
国
の
重
大
な
出
来
事

と
言
え
ば
太
平
洋
戦
争
の
終
結

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
（
昭

和
二
十
年
八
月
十
五
日
）。
私

は
当
時
の
国
民
学
校
（
現
在
の

小
学
校
）
三
年
生
で
し
た
。
毎

日
空
襲
警
報
・
停
電
・
物
資
不

足
・
食
糧
難
な
ど
な
ど
、
無
条

件
降
伏
に
よ
り
天
皇
陛
下
の
玉

音
放
送
を
ラ
ジ
オ
で
聞
き
ま
し

た
が
、
何
が
何
だ
か
理
解
で
き

ず
、
不
謹
慎
と
言
わ
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
大
変
喜
ん
だ

事
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

昭
和
二
十
年
代
の
娯
楽
と
言

え
ば
映
画
・
ラ
ジ
オ
な
ど
で
、

我
々
十
代
の
年
齢
の
者
に
は
縁

遠
い
も
の
で
し
た
。

　

就
職
に
よ
り
岐
阜
よ
り
大
阪

へ
来
て
半
世
紀
余
に
な
り
ま
す

が
、
昭
和
三
十
年
中
頃
よ
り
高

度
経
済
成
長
期
に
入
り
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
新
幹
線
開
通
な

ど
で
戦
前
・
戦
後
と
言
う
言
葉

が
う
す
れ
て
き
ま
し
た
。ま
た
、

大
阪
万
博
も
良
き
時
代
の
思
い

出
で
す
。

　

五
十
歳
代
よ
り
商
店
会
・
市

場
・
町
会
・
社
協
な
ど
の
世
話

役
を
仰
せ
つ
か
り
、
先
人
・
先

輩
・
友
人
の
方
々
の
ご
指
導
・

ご
支
援
の
お
陰
で
三
十
年
余
り

を
過
ご
さ
せ
い
た
だ
き
、
こ
の

度
そ
の
責
務
を
退
き
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

平
成
の
時
代
に
入
り
次
は
ど

ん
な
元
号
に
な
る
の
か
興
味
の

あ
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
は
西
暦

が
主
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

代
々
の
年
代
は
昭
和
・
平
成
○

○
年
の
方
が
当
時
の
事
が
思
い

出
せ
る
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
の
歌

謡
番
組
な
ど
よ
く
見
聞
し
ま
す

が
、
昭
和
○
○
年
の
流
行
な
ど

と
言
わ
れ
ま
す
と
当
時
の
事
が

甦
り
懐
か
し
く
楽
し
く
な
り
、

こ
れ
も
年
の
せ
い
で
し
ょ
う

か
。

　

台
風
が
尼
崎
に
来
た
の
は
忘

れ
も
し
な
い
ジ
ェ
ー
ン
台
風
で

す
。
以
来
、
来
る
来
る
と
い
っ

て
驚
か
せ
な
が
ら
、
他
の
コ
ー

ス
に
そ
れ
て
大
分
守
ら
れ
て
い

ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
今
年
の
夏

は
今
ま
で
に
な
い
暑
さ
が
大
変

で
し
た
。
九
月
に
入
っ
て
台
風

が
次
々
と
例
年
に
比
べ
て
多

く
、
そ
れ
も
規
模
が
大
き
く
て

大
変
で
し
た
。

　

特
に
台
風
21
号
は
規
模
が
大

き
く
、
し
か
も
尼
崎
市
が
ほ
ぼ

本
コ
ー
ス
と
な
り
、
被
害
が
大

き
く
自
宅
が
大
き
く
揺
れ
ま
し

た
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
、
な
か

で
も
電
気
が
短
い
と
き
は
六
時

間
、
長
い
所
は
二
日
か
三
日
か

か
っ
た
所
も
あ
り
、
大
変
で
し

た
。
電
気
、
水
道
、
ガ
ス
な
ど

は
、
人
間
の
生
活
に
と
っ
て
ど

れ
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。ま
し
て
、

そ
の
前
の
六
月
十
八
日
に
は
大

阪
府
北
部
地
震
が
あ
り
、
尼
崎

の
北
部
に
も
少
し
被
害
が
あ
っ

た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
際
、
私
た
ち
は
水
の
必

要
性
が
あ
り
、
風
呂
お
け
に
水

を
張
る
な
ど
、
こ
れ
も
日
常
か

ら
の
心
得
の
一
つ
で
す
。
特
に

医
療
機
関
に
は
水
を
必
要
と
し

ま
す
。
透
析
施
設
な
ど
医
療
行

為
が
遅
れ
る
と
直
ち
に
命
に
か

か
わ
り
、
大
変
大
事
で
す
。
お

互
い
に
防
災
に
対
す
る
心
構
え

を
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
持

つ
こ
と
で
す
。

投稿欄

前
武
庫
川
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

　
　
中
村
　
照
夫

昭
和
・
平
成

　

次
の
元
号
は

道意第４千歳会　
高濱　博一

「
災
害
の
心
得
」

に
つ
い
て

　

秋
も
深
ま
り
趣
味
に
没
頭
す

る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。私
は
、

趣
味
を
「
K
M
B
」
と
名
付
け

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
K
は
可
愛

い
、
M
は
物
づ
く
り
、
B
は
ボ

ケ
防
止
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い

ま
す
。

　

で
は
、
私
の
作
品
を
紹
介
し

ま
す
。
棕し
ゅ
ろ櫚
の
葉
で
作
っ
た
バ

ッ
タ
、
ス
ト
ロ
ー
使
用
の
海

老
、
包
装
紙
・
色
紙
や
千
代
紙

を
使
っ
た
川
下
り
船
等
で
す
。

季
節
に
合
わ
せ
作
品
作
り
を
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

作
品
は
、
同
じ
形
や
材
料
で
あ

っ
て
も
色
や
柄
に
よ
っ
て
異
な

る
表
情
が
出
る
の
が
面
白
い
で

す
よ
。
例
え
ば
、
川
下
り
の
船

は
、
使
用
す
る
色
や
模
様
に
よ

っ
て
、
昔
の
日
本
的
な
情
緒
溢

れ
る
モ
ノ
や
南
国
の
沖
縄
を

髣ほ
う
ふ
つ髴
さ
せ
る
モ
ノ
等
が
出
来
上

が
り
ま
す
。ア
イ
デ
ア
次
第
で
、

イ
メ
ー
ジ
は
と
て
も
広
が
り
ま

す
。

　

皆
様
も
良
け
れ
ば
一
緒
に
作

品
を
作
っ
て
楽
し
ん
で
み
ま
せ

ん
か
？　

連
絡
い
た
だ
け
れ

ば
、出
前
講
習
に
伺
い
ま
す
よ
。

　

手
品
教
室
に
通
い
始
め
た
キ

ッ
カ
ケ
は
、
単
位
老
人
ク
ラ
ブ

の
会
長
に
就
任
し
取
り
組
み
行

事
も
多
く
な
っ
て
き
た
の
で
、

マ
ジ
ッ
ク
で
み
ん
な
を
驚
か
せ

た
い
と
始
め
た
。
生
ま
れ
つ
き

不
器
用
で
年
と
と
も
に
記
憶
力

の
低
下
を
な
げ
き
な
が
ら
悪
戦

苦
闘
の
連
続
で
今
日
ま
で
継
続

し
て
き
ま
し
た
。
知
れ
ば
知
る

ほ
ど
奥
深
い
世
界
、
新
し
い
マ

ジ
ッ
ク
が
成
功
し
た
時
の
達
成

感
は
格
別
で
す
。

　

練
習
、
復
習
の
繰
り
返
し
で

今
日
ま
で
数
多
く
の
マ
ジ
ッ
ク

を
習
得
し
て
き
ま
し
た
。
ポ
イ

ン
ト
は
パ
ー
テ
ィ
ー
や
敬
老
会

な
ど
で
盛
り
上
げ
る
マ
ジ
ッ
ク

を
見
て
い
る
だ
け
で
も
楽
し
い

が
自
ら
マ
ジ
ッ
ク
を
披
露
し
て

み
ん
な
の
驚
く
顔
を
見
る
の
も

面
白
い
。

　

指
導
者
か
ら
教
え
ら
れ
る
事

は
マ
ジ
ッ
ク
を
す
る
際
、
ネ
タ

を
絶
対
に
明
か
さ
な
い
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
だ
が
、
同
じ
場
所
で

続
け
て
同
じ
マ
ジ
ッ
ク
を
見
せ

た
り
、
こ
れ
か
ら
起
こ
る
現
象

を
事
前
に
話
し
た
り
し
な
い

事
、
驚
き
が
薄
れ
て
し
ま
う
と

注
意
を
受
け
る
。

　

今
、
手
品
業
界
は
愛
好
者
と

指
導
者
の
減
少
、
マ
ジ
ッ
ク
用

品
店
減
と
価
格
高
に
直
面
し
て

い
る
。

　

マ
ジ
ッ
ク
を
学
ん
で
見
て
ト

リ
ッ
ク
の
構
造
や
仕
組
み
を
理

解
す
る
だ
け
で
は
完
成
し
な

い
。「
淡
々
と
演
じ
る
と
ト
リ

ッ
ク
が
見
え
や
す
く
な
っ
て
し

ま
う
」
た
め
、
会
話
や
観
客
の

視
線
の
誘
導
と
間
の
取
り
方
が

重
要
に
な
る
。
併
せ
て
経
験
の

積
み
重
ね
と
場
慣
れ
も
必
要
と

痛
感
す
る
。
い
つ
ま
で
た
っ
て

も
半
人
前
、
余
裕
は
な
い
が
、

人
を
楽
し
ま
せ
自
分
も
楽
し
む

よ
う
に
心
掛
け
挑
戦
を
続
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

武
庫
川
し
あ
わ
せ
会
　

望
月
　
　
司

私
の
K
M
B

稲
葉
荘
第
二
福
寿
会
　

吉
川
　
　
博

手
　
品

　
　
　
　
崇
徳
院
第
1
寿
会
　
瀬
下
　
　
正

海
の
日
に
暑
さ
が
沈
む
水
平
線

山
の
日
に
曲
る
細
道
道
し
る
べ

終
戦
日
年
を
数
え
て
夢
が
あ
る

盆
踊
り
空
か
ら
見
て
居
る
お
月
さ
ん

畔
道
で
蛙
が
と
び
出
す
草
の
中

お
は
よ
う
と
挨
拶
し
て
居
る
稲
穂
か
な

農
機
具
で
人
手
不
足
の
第
一
歩

稲
刈
機
越
後
平
野
の
広
さ
か
な

元
浜
北
福
寿
会
　
　
西
邑
　
　
宏

五
百
ミ
リ
一
気
に
飲
ん
で
裸
の
子

何
用
と
言
っ
て
止
め
て
も
山
登
り

名
水
を
入
れ
て
み
た
っ
て
水
中
花

残
業
が
そ
ん
な
に
悪
か
き
り
ぎ
り
す

う
ま
き
も
の
煮
て
も
焼
い
て
も
秋
茄
子

物
事
は
名
月
に
さ
へ
裏
表

伸
び
し
て
る
高
層
ビ
ル
や
天
高
し

豊
作
や
昔
ほ
ど
に
は
喜
ば
ず

　

第
２
回
目
の
会
長
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
は
大
庄
地
区
の
名
物
会
長
、
笑

和
会
の
尾
崎
昌
弘
会
長
に
お
越
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｑ
こ
ん
に
ち
は
。
本
日
は
お
忙
し

い
と
こ
ろ
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し

て
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の

コ
ー
ナ
ー
の
趣
旨
は
、
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
で
ク
ラ
ブ
の
状
況
や
活
動
内

容
を
お
伺
い
し
た
事
を
、
他
の
ク

ラ
ブ
の
活
動
に
も
参
考
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
の
想
い
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
設
立
が
平
成
二
十
三
年

と
ま
だ
会
と
し
て
は
八
年
目
で
新

し
い
で
す
ね
。
設
立
時
の
状
況
な

ど
を
お
伺
い
で
き
ま
す
か
？

Ａ 

は
い
、
当
時
の
大
庄
中
央
３

町
会
に
は
老
人
ク
ラ
ブ
が
な
か
っ

た
た
め
、
老
人
ク
ラ
ブ
を
起
ち
上

げ
て
皆
で
活
動
し
よ
う
や
な
い
か

と
の
思
い
で
笑
和
会
を
作
り
ま
し

た
。
私
は
設
立
時
か
ら
会
長
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

Ｑ 

男
性
会
員
の
人
数
が
多
い
の

が
特
徴
で
す
が
何
か
理
由
な
ど
ご

ざ
い
ま
す
か
？

Ａ 

特
に
理
由
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

男
性
も
自
然
に
集
ま
っ
て
く
れ
て

い
ま
す
。

Ｑ 

会
の
活
動
費
は
ど
う
さ
れ
て

い
ま
す
か
？

Ａ 

会
員
か
ら
は
年
会
費
五
〇
〇

円
を
頂
戴
し
て
い
ま
す
。
現
在
は

私
の
体
調
の
関
係
で
休
止
し
て
い

ま
す
が
、
尼
崎
市
資
源
集
団
回
収

運
動
で
缶
類
を
収
集
し
報
奨
金
の

交
付
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
町
会

や
地
区
の
連
協
か
ら
の
助
成
金
は

一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ 

会
員
相
互
の
親
睦
活
動
は
？

Ａ 

大
庄
中
央
福
祉
会
館
で
、
新

年
会
、
忘
年
会
な
ど
年
に
数
回
カ

ラ
オ
ケ
と
食
事
会
を
開
い
て
親
睦

を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
庄

お
も
し
ろ
広
場
で
焼
肉
パ
ー
テ
ィ

ー
を
開
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
バ
ス
の
親
睦
旅
行
は
他
の
ク

ラ
ブ
と
合
同
で
企
画
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

を
毎
週
日
曜
日
に
大
庄
お
も
し
ろ

広
場
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

Ｑ 

地
域
の
奉
仕
活
動
は
い
か
が

で
す
か
？

Ａ 

毎
週
日
曜
日
に
は
大
庄
お
も

し
ろ
広
場
か
ら
大
庄
支
所
バ
ス
停

あ
た
り
ま
で
清
掃
し
て
い
ま
す
。

大
庄
お
も
し
ろ
広
場
の
や
ぎ
の
餌

や
り
も
ダ
イ
エ
ー
グ
ル
メ
シ
テ
ィ

尼
崎
大
庄
店
に
野
菜
を
も
ら
い
な

が
ら
続
け
て
い
ま
す
。

Ｑ 

新
会
員
の
募
集
に
つ
い
て
何

か
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

Ａ 

尼
崎
老
連
の
加
入
促
進
チ
ラ

シ
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
事
務
局

に
は
チ
ラ
シ
枚
数
を
追
加
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
大
庄
中
央
に
は

老
人
ク
ラ
ブ
が
な
い
町
会
も
あ
る

の
で
希
望
者
に
は
入
会
を
勧
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ 

こ
の
十
一
月
で
満
八
十
歳
に

な
る
カ
ラ
オ
ケ
が
大
好
き
な
尾
崎

会
長
で
す
。
早
く
体
調
を
戻
さ
れ

て
、
お
元
気
に
益
々
ご
活
躍
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本

日
は
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
・
高
木
健
一
）

❷

地区活動紹介

笑
和
会
（
大
庄
中
央
）

ク
ラ
ブ
設
立
：
平
成
23
年
４
月
１
日

会
員
数
：
男
性
33
名
・
女
性
37
名
・
合
計
70
名

テ
ー
マ
投
稿
「
私
の
特
技
」

　次号、老連ふれあい 52 号（2019 年 6 月発行予定）
では、「わたしの平成

4 4 4 4 4 4

」をテーマに原稿を募集いたします。
　来年 5 月には皇太子殿下が新天皇に即位され新しい
元号に変わります。新時代の到来をお祝いするとともに、

「平成」の 30 年間をみんなで振り返りましょう。
　たくさんの原稿をお待ちしております。よろしくお願
いいたします。　（締切は4月末日／提出先は各広報部員まで）

ホームページは、パソコン・スマートフォンからご覧いただけます！

大庄シニアクラブ 検 索

　大庄老連のホームページに、日ごろ行っている老人クラブ活動を
掲載しませんか？ ホームページにある投稿フォームから、簡単に
ご投稿いただけます。単位クラブ活動・ブロック活動・サークル紹
介の記事を募集していますので、お気軽にご応募ください。「地区
活動」メニューからご覧いただけます。

■投稿方法を簡単にご紹介します
①お名前を入力してください。
②活動の種類をお選びください。
③クラブ名、またはブロック名を入力してください。
④メールアドレスを入力してください。
⑤�確認のため、もう一度メールアドレスを入力して
ください。

⑥お電話番号を入力してください
⑦�活動の内容がわかるような記事のタイトルを入力
してください。

⑧�記事の内容を入力してください。短文でも長文で
もOKです。字数に制限はありません。

⑨�添付写真は 3枚まで登録することができます。
楽しんで活動されている様子をご紹介ください。

⑩「入力内容を確認する」ボタンを押してください。
　内容を確認後、投稿完了です！

記 事 募 集

尾崎昌弘会長

私たちは、大庄地区老人クラブ連絡会の活動を応援しています

自転車の

事 故
気をつけて

！
気をつけて

！

自転車事故の約7割が
交差点で発生

自転車事故で亡くなった人の
7割以上がルール違反

・「止まれ」の標識のあるところは必ず止まる
・携帯電話操作などによる片手運転の禁止など

ルールを知っているだけでなく
きちんと守る事が大事です！
ルールを知っているだけでなく
きちんと守る事が大事です！

自転車側が「加害者」になるケースが増えている 自分が犯罪者になって、数千万円という
高額な損害賠償金を支払わなければいけ
ないことになる恐れも…

自分が犯罪者になって、数千万円という
高額な損害賠償金を支払わなければいけ
ないことになる恐れも…

損害賠償責任保険などに
　　　　　 加入することも大切です

万が一の事故に備えて万が一の事故に備えて

軽
く
考
え
て
い
る
と…

軽
く
考
え
て
い
る
と…



（ 8 ）第 51 号平成 30 年（2018 年）11 月発行 老連ふれあい

　

次
号
第
52
号
（
二
〇
一
九

年
六
月
発
行
予
定
）の
原
稿
を

募
集
し
ま
す
。

◇
内
容
…
ご
自
由
に
お
書
き

く
だ
さ
り
、写
真
も
添
え
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。な
お

紙
面
の
都
合
上
、広
報
部
に
て

一
部
お
直
し
・
割
愛
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◇
締
切
…
四
月
末
日

◇
要
領
…
市
販
の
原
稿
用
紙

（
四
〇
〇
字
）一
枚
程
度
に
、ブ

ロ
ッ
ク
名
・
所
属
会
名
・
氏
名

を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。多

数
の
ご
投
稿
を
心
よ
り
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

◇
提
出
先
…
広
報
部
員

※�

ご
投
稿
の
方
々
に
は
粗
品

を
進
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

◇
編
集
後
記

　

今
年
の
夏
は
、
雨
も
な
く
今

ま
で
に
な
い
厳
し
い
暑
さ
で
し

た
。
台
風
21
号
の
直
撃
で
、
や

っ
と
涼
し
く
な
っ
た
感
じ
で
す

が
、
皆
様
、
被
害
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
か
。

　

テ
レ
ビ
放
送
で
知
る
か
ぎ
り

で
す
が
、岡
山
県
近
郊
の
水
害
、

北
海
道
地
方
の
地
震
被
害
、
気

の
毒
な
こ
と
で
す
。
被
災
者
の

皆
様
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

皆
様
に
は
お
元
気
で
楽
し
い

毎
日
を
、
一
日
で
も
長
く
送
っ

て
く
だ
さ
い
。
部
員
一
同
願
っ

て
お
り
ま
す
。
投
稿
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
。

（
編
集
長　

中
西　

紀
子
）

　ご協賛いただいた皆さまへ御礼
　このたびは大庄地区老人クラブ連絡会発行の機関紙「ふれ
あい」刊行に、広告のご協賛を賜り、厚く御礼申し上げます。
　本紙は高齢社会に友愛と生き甲斐を求める同志の心の糧
となる情報普及をめざし発行して参ります。今後も引き続き
ご支援賜りますようお願い申し上げます。

大庄地区老人クラブ連絡会

大 庄 老 連

パソコン教室開講

体
験
談

平成 30年 6月〜 11 月開催状況（1期 2カ月を 2期開催）

　

大
庄
老
連
で

は
、「
パ
ソ
コ
ン

を
覚
え
た
い
」
と

い
う
前
向
き
な
意

見
を
取
り
入
れ
、

平
成
三
十
年
度
か

ら
パ
ソ
コ
ン
講
習

会
を
始
め
ま
し

た
。

　

立
花
地
区
老
連

か
ら
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
、
講
師
は
井
上
敏
夫

先
生
、井
上
尋
恵
先
生
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
二
期
に
分
け
て
ワ
ー
ド
を
中
心
に

学
ん
で
い
ま
す
。

　

来
年
度
は
エ
ク
セ
ル
講
習
会
の
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
受
講
料
は
無
料
（
テ
キ
ス

ト
代
の
み
五
百
円
）、
定
員
は
十
名
程
度
で

す
。
み
ん
な
で
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
！ 

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

道意第 2千歳会
三場英之さん

開催時間：午前 10時〜 12時
会場：大庄支所 1階会議室

◆
広
報
部
員

部　

長　

高
木　

健
一
（
大
庄
西
）

編
集
長　

中
西　

紀
子
（
崇
徳
院
）

副
編
集
長　

原　
　

和
子
（
元　

浜
）

部　

員　

島
袋　
　

隆
（
西
大
島
）

部　

員　

西
井
サ
ト
ヱ
（
東
大
島
）

部　

員　

飯
田　

幸
男
（
浜　

田
）

部　

員　

谷
口　

隆
志
（
大
庄
中
央
）

部　

員　

生
駒　
　

守
（
武
庫
川
）

部　

員　

今
西
慶
太
郎
（　

東　

）

部　

員　

三
場　

英
之
（
道　

意
）

部　

員　

山
田　

隆
行
（
蓬　

川
）

部　

員　

島
中　

幸
治
（
今　

北
）

部　

員　

林　
　

民
子
（
稲
葉
荘
）

※
ブ
ロ
ッ
ク
順

1 回目 2 回目 3 回目 4 回目 補習日
1 期 6 月 11 日㈪ 6 月 25 日㈪ 7 月 9 日㈪ 7 月 23 日㈪ 7 月 30 日㈪
3 期 10 月 15 日㈪ 10 月 29 日㈪ 11 月 12 日㈪ 11 月 26 日㈪ 11 月 30 日㈮

 千夏会・カラオケサークル　会長  高木健一
大庄西福祉会館 月1回・第３土曜日 10 名前後 無料

大
庄
西

ワード＆ホームページ閲覧講習会

私たちは、大庄地区老人クラブ連絡会の活動を応援しています


